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強い光パルス励起によるスピン波生成・伝搬と制御が磁気ダンピング(α)の小さな磁性絶縁体結

晶により実験的に示されている[1]。我々は弱い光パルス励起によるスピン波生成を Co/Pd多層積

層膜(Co/Pd-MLs)において見出した[2]。Co/Pd-MLsが励起領域外にスピン波を伝搬させることが難

しいことも示した[3]。今回、我々は、α が比較的小さいパーマロイ(Py)薄膜上に Co/Pd-MLs を形

成した試料を作製し、Co/Pd-MLsの光パルス励起を介した Py薄膜でのスピン波生成を試みた。ポ

ンプ・プローブ時間分解磁気光学顕微鏡による実験で、Co/Pd-MLs 直下の Py 薄膜においてスピ

ン波生成に要する光励起強度を半分程度に低減させることに成功したので報告する。 

試料は DCスパッタ法により、垂直磁気異方性を示す[Co(0.4 nm) /Pd(0.46 nm)]5 MLsを面内磁

気異方性を示す Py薄膜上（20nm, 東芝研究開発センター作製）に形成した。加えて、MLs単体、

Py薄膜単体、Au薄膜を Py薄膜上に形成した試料でも実験を行った。スピン波の局所励起・検出

は Ti:Sapphireレーザ(パルス幅 90 fs、波長 790 nm)を光源とするポンプ‐プローブ分光により行っ

た。磁場は試料法線から 60 傾け、H = 3 kOeを印加した。Fig.1-(a)に Py薄膜単体の光パルス励起

により得られた磁気光学(MOKE)信号の時間発展データを示す。励起強度 1.2 mJ/cm2 以上でスピ

ン波(周波数 約 15.5 GHz)に基づく信号が得られる。振動に現れる振幅変調は励起領域外へのスピ

ン波伝搬によると思われる[4]。Fig.1-(b)に Co/Pd-MLs on Py 試料の光パルス励起により得られた

MO信号時間発展データを示す。励起強度 0.8 mJ/cm2程度でスピン波（周波数 約 14 GHz）に基

づく信号が得られた。MLs単体試料ではスピン波生成（周波数 約 10 GHz）に必要な励起強度は

0.4 mJ/cm2、Au on Py試料では、励起強度 1.2 mJ/cm2以上でスピン波に基づく信号が得られた。

以上の実験結果は、Co/Pd-MLsの光励起発生した格子系・スピン系エネルギーが Py薄膜に流入し

て Pyでのスピン波生成を補助していることを示唆している。 
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 Fig.1: Time-resolved MOKE signal for (a)Ta(3nm)/Py(20nm)/Ta(5nm)/Si(100) and 

(b) [Co(0.4nm)/Pd(0.46nm)]5/Pd(4.2nm)/Py(20nm)/Ta(5nm)/Si(100) 
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